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はじめに
•この回の⽬的
•レポートを書くために必要なこと
•どのようにデータを集めるか
•どのようにデータを分析するか



⽬的
レポートのテーマを決定後
•何を書くべきなのか
•どのようなデータを集めればよいのか
•どのように分析すればよいのか
がわからない⼈向けのセミナーです。



何を悩むのか
•何を書けばよいかがわからない
•テーマを検索したが、それをまとめられない
•検索しても、コピペできるものがない

etc…
これは当たり前、なぜなら、今までやってきたこと
と違うものだから



なぜ、悩むのか（⾼校と⼤学の違い）
レポート課題に対しての前提が、⾼校までと異なっているから
• 知識の違い

• ⾼校まで書いたもの 何かを⾏ったうえでの感想⽂（個⼈的な感想) 
授業で習った内容の発展レポート

• ⼤学で書くもの 授業で⽰された内容を⾃分の視点で考えるレポート
• レベルの違い

• 感想⽂ 個⼈的な経験を通じて、感じたことを述べたもの
• 発展レポート 解説が授業で⾏われ、それをベースに調べるもの
• レポート 裏付けを⾃分で⾏い、理論が展開されているもの



レポートを書くために必要なこと
（森を⾒てから、⽊を⾒よう）

•全体を知るにはどうするか

•詳細を知るにはどうするか

•すべての資料を完璧に理解する必要は？



正しくないレポート理解
• ⽤語の説明を求めているのではない。
• 例えば、SDGs

SDGsとは、国連が2015年に向こう15年間の新たな⾏動計画と
して定めた持続可能な開発⽬標（Sustainable Development 
Goals）である。SDGsは17の世界的⽬標、169の到達基準、232
の指標からなりたっている。17の世界的⽬標とは、…
とその⽤語の説明を⾏ってもレポートとはならない



良い切り⼝のレポート理解
特徴あるものに着⽬する/集中

• SDGsでは、持続可能な開発のためいくつもの⽬標、到達
基準、指標が⽰されているが、本レポートでは、⽇本に
おける若年層貧困を通じて、持続可能な開発の⼀つであ
る貧困について…

→貧困をなくすことがどのように持続可能な開発となるの
かだけでなく、質の⾼い教育やジェンダー平等などにもつ
なげても考えられる。



良い切り⼝のテーマ理解
その意義に着⽬する/⽐較

• SDGsは、国連が定めた持続可能な開発のために指針である。この指針は、
2000年に制定されたミレニアム開発⽬標(MDGs)に続くものであり、
MDGsでは、貧困や教育、健康などの⽬標があったが、SDGsでは、多様
性や包摂性のある社会を⽬指して、より具体的なものとなっている。本レ
ポートではSDGsになって加えられた成⻑・雇⽤に関して考え…

→SDGsとMDGsを⽐較することで、SDGsの意義を考えられる。
なぜ、SDGsへと広がったのか。なぜ、ひろげないといけなかったのか。そ
の背景は。。（発展途上国と先進国の対⽴、⼈⼝の増加が何を引き起こすの
か）



全体知るには
• どの資料が全体像を⽰しているか？

• 新書（その分野の⼊⾨的な本）
• どうすれば正しく全体像をみることができるか？

• １冊ではなく、別の著者の本を2冊以上、読む
Point!!
なぜ、そのテーマが問題・課題となっているのか。何が問題・課題なの
か。
どのように、その問題・課題を説明しているか。



どのように本を探すのか
中⾝を⾒ないと始まらない!!

•図書館の棚（街の図書館も）
•⼤き⽬の本屋（新書売り場と分野の棚）
→図書分類コードが⼿掛かり!!

•良い本が⾒つからない場合には、図書館の
レファレンスデスクに相談



詳細を知るには
• 新書にある参考⽂献
• OPACやamazonなどで近い本の検索
• 新聞・雑誌記事などの検索
• インターネット検索
図書館のWebページから、いろいろなデータベースにアクセス可能
Point!!
どのような章⽴て（項⽬）で構成・議論されているか。
何を根拠にどんな議論されているか。



すべての資料を完璧に理解する必要は？

• 資料の読み込みレベルを3種類に
• 理解を⽬的

• 最初に読む2冊の新書
• 議論の要点を確認する（どのような議論やデータを利⽤しているか）

• 本
• 新聞・雑誌
• インターネット記事

• ⽬を通しておく
• ⽬次（切り⼝）を確認し、必要だと思われる部分を確認しておく



どのようにデータを集めるか

•何を探そうとしているかを考えよう。
•グラフにできるデータを探す は NG
•何をみることで何がわかるのか
この「切り⼝」を考えることが重要!!

例えば、SDGs→貧困→若年層貧困→？



実際のデータの⼊⼿⼿順
どのような事象を述べることでその状況を⾒ることができるか。
例えば若年層貧困の場合には、
• 初任給：進学がより良い給与へつながる
• 奨学⾦：進学への財政的な⽀援
• 家庭の資産：家庭環境と進学
• 学費：学ぶことへの負担
etc

はじめは探すことが、
難しい



切り⼝を探すには？
全体や詳細に関する情報収集時
• テーマを象徴しているデータは何があげられるか
• 資料中では、どのようなデータを⽤いて、何を議論していたか
→これらは、図や表であらわれるだけでなく、⽂中にあることも

Point!!
• その問題を考えるうえで、どのようなデータがあれば、説明・考えるこ
とができるか。

• 実際に利⽤されているデータを探しみる



どのようにデータを分析しているか

•⼈が利⽤している⼿法を確認してみる
•本・新聞などでの例
•特に新聞は有効!!

•Web検索
•ガベージニュース

http://www.garbagenews.net/

必ず、
元データを探すこと

＃孫引き厳禁



厚⽣労働省
賃⾦構造基本統計調査



実際のデータの⼊⼿⼿順

•新卒者の初任給
本やネットのグラフをレポートで

利⽤することは（原則）ＮＧ
→孫引きになる



検索で実データを探す



他のデータも



データの範囲を変えてみると

•新たなデータを追加
•対象地域を変更（世界から⽇本など）
•分類を変更してみる



データに何かを加えると
例えば、以下の変化と⽐較してみたら
•経済成⻑率
•賃⾦平均
•内定率
•うどん、卵、マクドナルドなどの値段



データの⼊⼿先
• データカタログサイト(デジタル庁)
https://www.data.go.jp/
• e-stat(総務省統計局)
https://www.e-stat.go.jp/
• 世界銀⾏OpenData
https://data.worldbank.org/
などなど （オープンデータ リスト などで検索）



利⽤すべきデータの種類
•公的な資料をベースに
• 他⼈が内容を確認できる
• データを集めた条件が⽰されている
• ⻑年にわたるデータが収集されている

• (はじめは)有料のデータは基本的に利⽤しない
• データの癖を知っておく必要がある

• 対象や⽅法などから確認が必要



レポート中のデータの取扱いの視点から
個⼈感想の利⽤

• 個⼈の感想
• ある⼈の感想・体験は、その⼈の考え⽅や環境、状況に依存する
• その意⾒だけで、ルールを⾒つけ出すことは無理（or危ない)

• 事例分析
• もちろん感想・体験、事例分析として利⽤することはある。
ただし、
• 広く⼀般的なもの・ある程度あるもの・特殊なもの のどれなのか
• レポート内容と照らして適切なものであるか
を考えることが必要となる。（初学者には難しい）



レポート中のデータの取扱いの視点から
古い資料・データ、短期間データの利⽤
•古い資料・データを元に議論
• 現在の状況とは異なっている可能性は

• 古い議論で⾏われていることを最新のデータで再確認することはレポー
トとして価値がある

•短い間だけのデータを元に議論
• そのデータが瞬間最⾼や最低の可能性は
• ある期間だけ多く・少なくなっている可能性は
• 話題のテーマの関するアンケートの特徴は



レポート中のデータの取扱いの視点から
引⽤・盗⽤・孫引き
• 引⽤：出典を⽰し、本⽂中で、引⽤ということが分かるように記述する
こと。（正しいこと）

• 盗⽤：引⽤であることを⽰さないで、他⼈の意⾒やデータなどを⾃分の
ものとして記述すること（正しくない）

• 孫引き：他の本で引⽤されているものを、引⽤の元を確認せずに、元を
引⽤元として記載すること（正しくない）

他の⼈の作成したグラフをそのまま利⽤することは孫引きになる。
元データを確認し、元データからグラフを作成すること。



まとめ
•適切な資料を集めよう
•資料を確認するとき、何を切り⼝（サブテー
マ）として議論されているかを確認しよう
•切り⼝を考えるとき、どんなデータを⾒るとそ
の動きを考えることができるのだろうか



良い切り⼝・データを探すには

•新聞記事
•新書
•図解系



図書館のWEBページ



新聞・雑誌記事 検索



なぜ、悩むのか（⾼校と⼤学の違い）
レポート課題に対しての前提が、⾼校までと異なっているから
•知識の違い
•⾼校まで書いたもの
• 何かを⾏ったうえでの感想⽂（個⼈的な感想) 
• 授業で習った内容の発展レポート（切り⼝のヒントが授業中で⽰される）

•⼤学で書くもの
• 授業で⽰された内容を⾃分の視点で考えるレポート

（切り⼝を⾃分で考える必要がある）



可視化されたもの違い
リスト・データ・概略図

•本などの資料中には、図や表がある。
•図や表で現れているものには、種類があ
ることを認識しよう。



表であらわされるもの

所有 個⼈の負担維持費
徒歩 占有 なし
⾺ 占有 エサ台等

⾃転⾞ 占有 ほぼなし
⾃家⽤⾞ 占有 燃料代・⾞検費・保険
バス 共⽤ 運賃
電⾞ 共⽤ 運賃
⾶⾏機 共⽤ 運賃

⽀出項⽬ ⽀出額
⾷費 43,280
居住費 47,350

⽔道光熱費 23,154
消耗品等 10,800
医療費 15,600

交通・通信 19,200
教養娯楽費 20,000



図であらわされるもの
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